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軽音楽部での活動や楽器の演奏をする上で、目標の 1 つとなるのが「ライブ」
です。夏はただでさえ各地で大会やコンテストが多くなる季節。新入部員の
1 年生にとっては待ちに待った初めての「本番」という人も多いでしょう。
ライブはその名の通り泣いても笑っても一発勝負。悔いのないステージを万
全の体制で迎えるために、しっかりとした準備をして本番に臨もう！

33つの準備つの準備ライブ本番までにライブ本番までに
済ませておきたい済ませておきたい
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プレイヤーとして

　本番に向けてメンタル的な余裕を

持つためには、早めにメロディと歌

詞を覚えることが一番です。メロディ

と歌詞が早くから頭に入っていれば、

発声やリズム、合奏、感情を込めた

細かい表現といった「歌うこと」に

意識を持っていくことができます。

　歌詞を覚えるには自分で「書く」

ことが効果的です。同時に「ブレス」

の位置や歌い方などを書き込んでお

くと、やるべきことが明確になって

いきます。正確なメロディで歌える

ように、ピアノアプリなどで音程確

認をしておくと良いでしょう。何と

なくではなく、歌のピッチが安定し

ます。また、ボーカルの入るタイミ

ングをきちんと把握することも大事

です。イントロは何小節で歌が入る

のか…などをしっかりと理解してお

きましょう。

　本番では歌うだけではなく、フロ

ントマンとして客席に気を配りなが

らライブを盛り上げることもボーカ

リストの大事な役割です。楽器も演

奏する人は覚えることが多いので、

早めに「やること」を覚えてしまい

ましょう。

　ボーカリストは、基本的にマイク

とマイクスタンドが唯一の機材です。

楽器を弾きながら歌う人は、マイク

スタンドの位置や高さ、角度をシミュ

レーションして自分のベストなセッ

ティングを見つけておきましょう。

ハンドマイクの場合は、マイクの持

ち方も普段から気をつけておかなく

てはなりません。普段の練習場所と

ライブ会場では音響の環境が違いま

す。マイクのグリル部分を覆うよう

に握ったり、モニタースピーカーに

マイクを向けたりしてハウリングを

起こさないように普段から十分に注

意しておきましょう。

　学校にモニタースピーカーがある

なら、自分の声の返り具合を試して

おくと本番でも怖くありません。自

分の声や他の楽器がどのくらい聴こ

えていれば歌いやすいかを知ってお

くと、サウンドチェックの時に指示

しやすくなります。

　体が楽器であるボーカリストが最

も気をつけなければいけないのは体

調管理です。風邪などをひかないよ

うにすることはもちろん、喉のケア

も忘れずに行いましょう。

　本番の日が近くなったら大声で騒

いだりせず、よく睡眠を取り、辛い

物など刺激の強いものは控えましょ

う。また、本番直前の練習で頑張っ

て歌いすぎて喉が枯れてしまうこと

もあるので注意しましょう。

〓余裕を持つための準備

〓機材の扱い

〓体調管理

ボーカルボーカル
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プレイヤーとして

　本番でベストなプレイをするため

には、できるだけ反復練習をして体

で覚えていくしかありません。何度

もミスしてしまうフレーズは本番で

も間違える可能性が高いので、その

部分だけ集中して繰り返し練習しま

しょう。しかし、それでも弾けない

フレーズは余裕を持って弾けるフ

レーズに変えてしまうのも 1 つの方

法です。これは逃げではなく、いわ

ゆる「リスクマネージメント」 という

ものです。

　ギターソロやテーマメロディを弾

く場合は、フレーズの最初と最後を

よく練習しておきましょう。気持ち

良くフレーズに入れたり綺麗に終わ

ることができれば、結果として楽曲

全体も良い印象になります。

　ギターアンプは、できれば普段の

練習から本番と同じ機種を使用して

ツマミの位置を決めておきましょう。

エフェクターを使う場合も、練習中

にしっかりと音作りをしておくこと

はもちろんですが、スイッチングす

るのであれば各音色のボリューム設

定も忘れずにしておきましょう。ま

た、おろそかにされがちなのが音色

を切り替えるタイミングです。小節

の頭なのか、弾き始める 1 拍前なの

か…。切り替えもフレーズの 1 つだ

と捉えて練習しておきましょう。

　しかし、どんなに準備や調整をし

ていても、本番のステージでは聴こ

え方が変わります。すぐに微調整が

できるように、アンプやエフェクター

のことをきちんと理解しておきま

しょう。エフェクターを借りたり使

い回したりするのはやめておいた方

が無難です。自分が使い慣れている

ものでなければトラブルに素早く対

処できません。

　エフェクターを使う場合は、出番

前にできる限りエフェクターボード

に組んでおいて、ボードごとステー

ジへ持って行けるようにしておくと

セッティングが早くなります。シミュ

レーションしておきましょう。

　弦は本番の前日に張り替えておき

ましょう。張り替えたらチューニン

グが安定するまで弾いて、弦をよく

伸ばしておきます。しかし、それで

も温度差によってチューニングは安

定しないので、ステージに上がった

ら何度もチェックしましょう。また、

張り替えたばかりの弦でも切れるこ

とがあるので、予備の弦の持参は必

須です。

　その他、接続ジャックやシールド

ケーブルといった電気系統の接触不

良や、ネックの反りなどの楽器の状

態も事前にチェックしておきましま

しょう。

〓フレーズのチェック

〓音作り

〓楽器の状態

ギターギター
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プレイヤーとして

　ベースは、リズムとコード（和音）

の両方でボトムを支える、アンサン

ブルにとって重要なパートです。自

分のことだけにとらわれず、他のメ

ンバーの音にも意識を向けられるこ

とが大切です。

　具体的には、コード（和音）に対

して自分が弾いている音が間違って

いないか、ドラムが出すリズムやフ

レーズとのコンビネーションは悪く

ないか…などを、何度もチェックし

ましょう。

　既存曲の場合、難しいテクニック

が駆使されていることもあります。

練習を怠らないようにすることはも

ちろんですが、どうしても弾けない

フレーズは思いきって簡単にしてし

まうことも、ミスが目立つベースに

は有効な手段といえます。

　ライブでは複数のベーシストが同

じベースアンプを使います。サウン

ドチェックで作った音色や音量は忘

れないようにメモしたり写真に撮っ

ておきましょう。

　広い会場になるとシールドケーブ

ルをアンプではなく、DI（ダイレク

トボックス）につなぎます。これは、

音響スタッフに任せておけば良いこ

とで、自分で用意するものではあり

ませんが、初めて使用する場合は使

い方や音の聴こえ方、注意点などを

先輩に聞いておきましょう。

　エフェクターを使うのであれば、

あらかじめ普段の練習の時に音作り

をしておき、ライブ当日は微調整程

度に留めましょう。事前の音作りを

終えたら、蛍光シールなどで目盛り

をマーキングしておくと見えやすく

便利です。また、本番で使わないエ

フェクター類は外しておきましょう。

音の劣化が軽減されます。

　弦は手汗や皮脂などで劣化し、徐々

に音にハリがなくなります。弦の新

しさによる音の違いには好みがある

ので交換の時期は人それぞれですが、

交換したばかりの弦はチューニング

が狂いやすいので、演奏する前に何

度も確認するようにしましょう。ま

た、念のために予備の弦は必ず準備

しておくと安心です。

　楽器は使うにつれて状態が変わり

ます。本番当日に音が出なくなって

しまった…ということにならないよ

うに、本番日が近づいて少しでも心

配なことがあれば、楽器店に持って

行ってみてもらいましょう。シール

ドケーブルの断線やジャックの接触

不良もよくあります。楽器と同じよ

うに普段から大切に扱いましょう。

〓フレーズのチェック

〓音作り

〓楽器の状態

ベースベース
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プレイヤーとして

　まずドラマーが必ずやっておくべき

ことは、演奏する楽曲のテンポを確認

できるようにしておくことです。本番

では緊張や焦りからテンポ感がおかし

くなってしまうことがあります。

　普段の練習の時から演奏前には必ず

メトロノームで確認するようにして、

できれば本番前も確認できる準備をし

ておきましょう。個人練習でもメトロ

ノームに合わせて練習をして、ズレて

しまう部分を重点的に修正しておきま

しょう。

　本番が近づいて、どうしても叩けな

いパターンやフィルインは、無理なく

叩けるフレーズに変えてしまうことも、

バンド全体のことを思えば間違いでは

ありません。

　ライブで使うドラムセットは、普段

のものと違うことも多いと思います。

セッティングしづらかったり叩きにく

く感じることもあるかもしれません。

なるべくいつもと同じように調整した

いところですが、はっきり言ってこの

部分は諦めるしかありません。せめて、

本番で使用するドラムセットのタムの

インチと深さ、タムホルダーの形状、

シンバルの数などを事前に確認してお

き、できるものは前もってシミュレー

ションしておくと安心です。

　持ち込み機材が多いと転換に時間が

かかります。あまり叩かない小物はセッ

ティングリストから外すなど、持ち込

み機材をなるべく少なくしていくこと

も選択肢の 1 つです。セッティングに

どのくらい時間がかかるのかを事前に

測って、効率の良いセットチェンジの

練習もしておきましょう。

　反対に、演奏面で最も影響するペダ

ルは自分のものを持参する方が良いで

しょう。使い回しのペダルを好みに調

整している時間はありません。普段使っ

ているものが使えなければ購入も視野

に入れておきましょう。また、スネア

を持ち込むのであれば、打面ヘッドは

前日に張り替えて少し叩いておくと皮

が馴染みます。

　大きな会場ではドラムにもマイクを

立てます。叩く音量が小さ過ぎるとマ

イクが音を拾わなかったり、突然大き

な音を出すとスピーカーが壊れてしま

う可能性もあり、音量の加減が大切で

す。普段からバランスの良い音量での

演奏を心がけましょう。

　また、スネアを叩いた時のサウンド

の安定度、3 点（スネア、バスドラム、

ハイハット）の音量バランス、フィル

インの音量などもチェックしておきま

しょう。

〓テンポとフレーズ

〓セッティングの確認

〓音量のバランス

ドラムドラム



特定非営利活動法人 全国学校軽音楽部協会 6

プレイヤーとして

　既存曲をコピーする場合、たくさん

キーボードのフレーズが入っていて、

どうやっても演奏できない場合があり

ます。また、高度なテクニックが必要

で再現できないことも多いと思いま

す。 全体像を把握して、セクションご

とに必要なフレーズを取捨選択したり、

どうしたら不自然ではなく似た感じに

聴こえさせられるかを検討しておきま

しょう。スプリット機能を使ったりフレー

ズを簡素化するなど、有効な手段を考

えて早めに整理しておくことで、やる

ことがはっきりして練習に臨めます。

　複数の音色を連続して変えなければ

ならない時も、なるべく音が途切れな

いようにスイッチングできる方法を考

えておく必要があります。ボタンを押

すタイミングを見つけられれば良いの

ですが、ペダル類を使って操作する方

法もあります。また、本番は立って演

奏するのであれば普段から立って練習

しておきましょう。

　キーボードの事前準備には音作りが

不可欠です。例えば、ピアノの音色で

演奏をする場合、楽器にプリセットさ

れているすべての音色で弾いて確かめ、

バンド練習時に内蔵エフェクターやイ

コライザーを使って音色を整えていき

ます。使う音色すべてを同様に試して

おきましょう。

　演奏で使う音色が決まったら整理し

ておきます。作った音色や音量を保存

できる機種の場合は、リネームしてラ

イブで使う順にセーブしておくと便利

です。

　本番で会場のキーボードを使用する

場合は、必ず事前に機種をリサーチし

て USB メモリなどで自作の音色を取

り込めるのかを確認しておきましょう。

取り込めない場合は当日の音色作りに

時間がかからないように、事前に楽器

店で本番と同じ機種を触ったり操作を

調べておけば安心です。

　本番の会場ではキーボードスタンド

が使い慣れていない機種の場合がある

ので、事前にスタンドの種類も確認し

ておきましょう。普段使っているもの

を持ち込めればベストです。当日のセッ

ティングは高さ調整以外にも、電源コー

ドを挿す、シールドケーブルを DI（ダ

イレクトボックス）につなぐ、ペダル

類を準備する、音色を確かめる…とた

くさんあります。普段から素早くでき

るようにしておきましょう。

　大きな会場ではステレオで出力する

ことが一般的です。なるべく普段の練

習の時からステレオで出力するように

しましょう。

〓フレーズの整理

〓音作りの整理
〓セッティングの確認

キーボードキーボード
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アンサンブルとして
バンドやユニットで演奏する利点は「1人ではない」ということです。メンバー同士で助け合い、お
ぎない合うことで演奏が「1+1＝ 2」以上のものになります。しかし、逆に言えば1人ひとりが個々
にどんなに頑張っても、全員でまとまった「合奏」ができていなければ良い音楽にはなりません。本
番までに、個々の技術力を活かした「全員で音楽する」ことの最終確認をしましょう。

▲ライブは「合奏」を披露する場です。力を１つに合わせよう

　普段の練習場所とライブ本番のス

テージでは、広さや部屋の共鳴、使用

機材などが違うため、当然ながら自分

たちが出すサウンドや聴こえ方は変わ

ります。大会や広いステージに慣れて

いれば予測をつけて音作りをしておく

こともできますが、経験の少ない人に

とっては未知の世界です。

　しかし、どちらにしても当日の微調

整は必要となります。例えば、ギター

のエフェクターのかかり具合、ベース

とバスドラムの低音域のマッチング、

キーボードの音色ごとの聴こえ方、ス

ネアの響き具合…などは、サウンド

チェック時と本番とでも変わります。

普段から、ギターアンプやベースアン

プ、マイクやキーボードを入力してい

るミキサー、ドラム全体のチューニン

グなど、各パートの音量や音色のバラ

ンスを常に注意して、演奏しながらで

も微調整できるようになれることを目

指しましょう。

　音色や音量のバランスは、セクショ

ンによっても変える必要があります。

例えば、ギターはコード弾きからソロ

などの単音になるだけでも、音圧に差

が出て音が小さくなったように聴こえ

てしまいます。物足りないと感じたら、

音色を変えたり音量を上げたりするた

めのエフェクターを用意したり、マル

チエフェクターを使用する場合は変化

がつくように設定をしておきましょう。

　キーボードは演奏が片手でも何とか

なるのであれば、慣れないうちはボ

リュームペダルよりも楽器のマスター

ボリュームをいじってしまった方が繊

細に表現できると思います。

　他にも、キーボードによるメインリ

フのメロディやドラムのフィルインな

音量のバランスを取る



特定非営利活動法人 全国学校軽音楽部協会 8

ど、音量や音色がおかしくないかをメ

ンバー同士でお互いにチェックし合っ

ておきましょう。

　ドラムとベースは「リズム隊」と呼

ばれますが、バンドのグルーヴはドラ

ムとベースだけで作るものではありま

せん。それぞれが良いリズムで演奏で

きることが理想ですが、最終的にはド

ラムとベースによって作り出されてい

るリズムの土台に、ギターやキーボー

ドなどの他の楽器が乗り、さらにその

上でそれらを従えてボーカリストが歌

うという図式になります。

　それぞれのパートが自分のやるべき

ことをしっかりと行いつつ、どこかで

他のメンバーのことも意識していなけ

ればいけません。まずは、すべてのパー

トに唯一共通していることをメンバー

全員で共有しましょう。

　良いアンサンブルのポイントは、技

術的なことやリズムを合わせることだけ

ではありません。メンバー間で気持ち

が 1つになっていることが最も重要で

す。歌詞の意味、楽曲のイメージや世

界観、伝えたいメッセージなどが全員

で共有されているかを確認しましょう。

　ポイントは、そのイメージを音量の

ダイナミクスで表現できているかです。

サビはどのくらい盛り上がるのか、対

してAメロはどのくらい抑えるのか…。

セクションごとに決めた演出がきちん

とできているか、そして、そのつなぎ

目もドラマチックになっているかも確

認しましょう。

　ライブ本番の日が近づいたら、本番

のステージを想定して、セットチェン

ジから演奏終了後の片付けまでを含め

た一連の流れをそのまま通して行って

みましょう。どんなタイミングで演奏

を始めるのか、ギターソロはギタリス

トがステージの前に出るのか、エンディ

ングでは何か決めポーズを作るのか…

など、台本を書くように細かく行動を

決めておいても良いでしょう。

　大会や演奏会のルールに従って時間

通りに素早くセッティングすることは

とても重要です。大会であれば、時間

オーバーは失格になる可能性もありま

す。時間を測って何度もシミュレーショ

ンしておきましょう。そうすることで、

当日は慌てることなくステージに向き

合うことができ、余裕を持った演奏が

できます。

　また、演奏前にボーカリストが何か

喋るのであれば、同じように行ってお

きます。ステージに上がると頭が真っ

白になるなんてことはよくあります。

話す内容、演奏を始めるタイミング、

最初の1音を出すまでの立ち姿…。歌

番組に出ているような気持ちでオープ

ニングの演出を考えましょう。もちろ

ん、何もしなくても構いませんが、ス

テージに上がった瞬間からもう観客は

こっちを見ているということを忘れて

はいけません。それは演奏が終わって

からも同じです。ステージを降りるま

でをしっかりと自己プロデュースしま

しょう。

　スマートフォンやタブレットなどで

動画を撮影して、客席からはどんな風

に見えているのかを意識したり、軽音

楽部のバンド同士で意見交換をして修

リズムを合わせる

ドラマチックさの演出を確認

「通し練習」で最終チェック

▲録音や録画をしてみて、客観的に音量やリズムが合っているかをチェック ▲良いアンサンブルに有効なのは、メンバー同士でたくさん話し合うこと
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正点を指摘しあうといった練習を繰り

返すと効果的です。

　ほとんどの場合、ライヴ本番前には

「サウンドチェック」を行います。誤解

している人も多いのですが、サウンド

チェックは本番前の練習時間ではあり

ません。演奏者が良い環境で本番を迎

えられるように、音響スタッフがバン

ドが出す音を確認したり、照明スタッ

フがバンドのステージングや演奏に合

わせた照明を確認する時間です。

　注意点は、「本番でやることをそのま

まやる」「サウンドチェックでやらなかっ

たことは本番でやらない」ということで

す。例えば、本番でギターソロの時に

音量を大きくするのであればサウンド

チェックの時にやっておかなくてはいけ

ません。予定外のことを本番で突然やっ

てしまうとスタッフに迷惑がかかり、機

材トラブルの原因にもなります。ライ

ブは演奏者とスタッフの共同作業です。

その気持ちを込めて、お互いに元気よ

く「よろしくお願いします！」と挨拶し

ましょう。

　そして、サウンドチェックは演奏者

のための確認時間でもあります。セッ

ティングの調整、音量や音色の最終的

な調整、モニタースピーカーの調整な

どを行います。イベントによってはサ

ウンドチェックの時間がごく短い場合

もあります。普段の練習時に楽曲のど

の部分を演奏すれば音響スタッフがわ

かりやすいか、何をチェックしておけ

ば良いのか…など、スムーズに進める

ための準備をしておきましょう。

▲ライブはスタッフとの共同作業。有意義なサウンドチェックが成功への鍵

サウンドチェックの準備

モニタースピーカーに慣れておこう

　ステージで各メンバーの足元にある
「モニタースピーカー」は、自分の音や
他パートの音を返してもらって自分の
演奏や合奏をしやすくするためのもの
です。モニターの音作りのコツは、返す
音をなるべく少なくして必要なものだ
けを返してもらうことです。慣れてい
ないと難しいかもしれませんが、ステー
ジの中を演奏しやすい環境にすること
を目指しましょう。

　できれば、ボーカリストは普段の部
活動でモニタースピーカーを使ってい
た方がベストです。常にモニター環境
を気にして、音量、スピーカーの向き、
イコライジングなどを調整していると、
本番のサウンドチェックでも好みのモ
ニターが素早く作れるでしょう。演奏中
でも修正の指示が出せるぐらいが理想
です。

▲モニタースピーカーの調整は結構大事
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ステージングとして
大会では演奏力だけではなく、元気良く若さ溢れる高校生らしいパフォーマンスが賞の獲得につなが
ることもあります。しかし、大会に限らず、ライブ本番では自分の演奏やバンドのアンサンブルが崩
れないように注意しながら、客席に対する「視覚的な表現」も求められます。本番への最終調整として、
ステージングの準備も怠らないようにしておきましょう。

▲本番を想定した「ライブ練習」をしておくと本番でも余裕が出る

　ステージング、ライブパフォーマンス

などといろいろな言い方をしますが、ラ

イブでは視覚的な表現も大事です。ラ

イブ経験が少ない人は、恥ずかしかった

り自分の演奏で精一杯になってしまうか

もしれませんが、まずは無理なくできる

ことからやっていきましょう。

　ステージングのキーワードは「一体

感」です。メンバー全員が一丸となっ

てステージを作り上げる、その一体感

を意識すればアンサンブルはまとまり、

バンドとしてのトータルサウンドも良

いものになっていきます。可能であれ

ば、一体感の演出として「衣装」を合

わせることも効果的です。

　楽曲には、歌詞やアレンジに「感情」

が含まれています。楽しい、悲しい、

切ない、嬉しい、怒り、希望、失望、

迷い…。楽曲の中でその感情が変化し

ていくことも多いでしょう。それを歌（歌

詞）や楽器の演奏という耳からの情報

だけではなく、目からも訴えかけていく

ことが「ステージング」です。

　歌詞や感情に添った表情をすることは

とても効果的です。特に、目元や口の

動きは重要で、それはボーカリストだけ

ではなくメンバー全員が考えておくべき

ポイントです。

　大事なのは目線です。しっかりと前

を向いて客席に歌詞のやメッセージを

一体感を「演出」する

表情、目線を考える
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届けられるように、練習時から会場の

広さを想定したステージングを心がけ

ておきましょう。特に楽器陣はずっと

ネックや鍵盤を見てしまいがちなので

気をつけましょう。

　イントロやサビの前など「ここぞ！」

という時にはドラムの方を見たり、キ

メ、シンコペーションなどのリズムに

変化が起きる箇所には全員で体の動き

を合わせることも、バンドの一体感と

して映ります。

　自分では大きく動いているつもりで

も、撮った動画を見返すと意外とこじ

んまりしていた…なんてこともよくあ

ります。歌ったり演奏している時に

自分がどう見えているのかを何度も確

認しておきましょう。とはいえ、慣れ

ていないのであれば無理に大袈裟なパ

フォーマンスを考える必要はありませ

ん。全員がしっかりとリズムに乗れて

共有できていれば、その体の動きだけ

でバンドの躍動感は出ます。

　本番ではモニタースピーカーやマイ

クスタンドがあるので、自分の立ち位

置からあまり動けなくなってしまいま

す。少しオーバー目にアクションする

ぐらいが見ている方には自然に見えま

す。また、ギターソロでステージの前

に出たり、ボーカリストがステージを

大きく使ったりすることで、観客の目

線は動き、ワイドなパフォーマンスに

見せることができます。

動きを考える

　　照明でステージングがレベルアップ！

　本番のステージに照明がある場合は、ステージン

グ演出のプランに組み入れましょう。事前に配布さ

れているセッティング図に「全体的に青っぽく」「A

メロは薄暗い中でボーカルにピンスポットを」「ラス

トはリズムに合わせてピカピカして」といったリク

エストを書き込んでおきましょう。もちろん、でき

ることには制限がありますが、実は「お任せします！」

という優しさが一番困ってしまう注文なのです。

▲照明のイメージもみんなで話し合おう


